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アルミニウムをアノード酸化することで形成される多孔質酸化皮膜（アノード酸化ポーラスアル

ミナ，アルマイト）は，これまでアルミニウム基板に対し装飾性・防食性を付与する観点で研究が進

められてきたが，近年ではその孔径や孔配列の規則性が注目され種々のナノデバイスを作製する

際の鋳型構造や，ナノレベルの凹凸・ナノ空間を利用した反応場としても関心を集めている。

当研究グループでは，アルミニウム以外にも種々の金属，半導体に対して“アノード酸化”をはじ

めとするウエットプロセスを用いてナノスケールの微細孔を持つ酸化皮膜やナノポーラス表面を形

成する手法に関し研究を行っている。

例えば，水溶液中におけるアノード酸化反応に基づき，金属基板(Al， Ti， Sn， Zn， Nb， Mg， Fe，

ステンレス）や半導体基板（Si，GaAs，InP）上に，孔が自己組織化的に配列したナノポーラス構造

を作製することができる。ポーラスアルミナ皮膜に関しては，孔径，孔周期，孔深さ（膜厚）などポー

ラス構造の幾何学形状をアノード酸化時の電解条件で比較的自由に制御できる。アノード酸化に

よるナノポーラス酸化膜の作製は，再現性に優れ，ドライプロセスのような特殊な設備・装置を必要

としないことから，低コスト・高スループットでの工業化にも有利である。酸化膜形成だけでなく，半

導体基板の微細加工にウエットプロセスを適用することで，既存のリソグラフィー技術では作製困

難な高アスペクト比を持つナノ・マイクロ構造体の作製も可能である。

●各種フィルター ●触媒，触媒担体 ●光触媒，撥水，防汚 ●ナノ・マイクロ反応場

●鋳型（テンプレート），マスク ●耐食性，耐摩耗性付与 ●細胞培養の足場材料 など
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アノード酸化で形成したポーラスアルミナ ポーラスチタニア a) ポーラスInP，b) 断面構造
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湿式プロセスに基づき各種金属材料
表面のさらなる機能化を目指す

ナチュラルリソグラフィーで半導体の表面を制御する

Old materials with new applications

自然と歴史的伝統材料をヒントに
機能性金属酸化物を創り出す


